
 

令和４年度県機関の「エコオフィス運動」実施要領 
１ 趣  旨 

県は、「山形県環境保全率先実行計画」（以下、「実行計画」という。）に基づき、県の事務及

び事業におけるグリーン化（省エネルギー・省資源、廃棄物の減量化等の取組み）に率先して

取り組み、温室効果ガス排出量の削減を図ることとしている。 

このため、年間を通したエコオフィス運動を展開し、実行計画に掲げる目標達成を目指す。 

２ 実施期間 

令和４年４月１日から令和５年３月31日まで 

３ 取組み内容 
○：重点取組み ●：新規  

取組み項目 
具体的取組み内容 

春（4～5月） 夏（6～9月） 秋（10～11月） 冬（12～3月） 

１ 電気使用量の抑制、 

照明の適正使用 

[目標] 

電気使用量：R1年度以下 

    

２ 燃料使用量の節減、 

自動車の適正使用 

 

[目標］ 

燃料使用量 

灯油・重油：年1.5%削減 

ガソリン・軽油：年1%削減 

ガス   ：年1%削減 

    

３ 用紙類の使用量 

削減 

[目標] 

用紙類使用量：年1%削減 

    

４ 廃棄物の減量化、 

リサイクルの推進 

[目標] 

廃棄物排出量：年1%削減 

    

５ 環境に配慮した 

購入・契約の推進 

    

６ 研修による職員の 

環境意識の向上 

    

 

【重点取組み】○エコ通勤・エコドライブの推進 

《具体的取組み》エコ通勤推進月間の設定※部局ごとにエコ通勤推進日を設定 

 

気候変動適応に

関する研修 

クールビズ ウォームビズ 

[実行計画に掲げる目標] 

2030年度ＣＯ２排出量 

△50％（2013年度比） 

エコドライブ講習会 
カーボンニュートラルに

関する研修 

スイッチ付きテーブルタップ、ひもスイッチの導入・実践 

ＥＣＯエレベーター運動（階段利用の励行） 

県施設のＬＥＤ化 

会議でのマイボトルの呼びかけ･リターナブル製品の活用 

売店等へのマイバッグ・マイカップ（コーヒー）持参 

遊休物品の積極的な再利用 

【重点取組み】 

○作成資料の必要 

最小限化、 

資料のデジタル化、 

ペーパーレス会議 

環境負荷の少ない物品の率先購入 

再エネ比率の高い（ＣＯ２排出の少ない）電力の調達 

会議の廃止・合同開催、ＷＥＢ会議の推進、テレワークの推進 

公用ＥＶ車等の計画的な導入 

≪具体的取組み例≫ 

・用紙類使用量の見える化 

（所属毎に毎月の使用量・金額を見える化し、職員に周知） 

・印刷する刊行物の削減 

（ＰＤＦやＱＲコードによる電子化の検討） 

・ＦＡＸ使用の見直し 

●フードドライブの実施、食品ロス削減 

５月16日 
～６月30日 

10月 1日
～30日 

令和４年５月 17 日 

環境エネルギー部 
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ゼロカーボンやまがた推進本部事務局
（環境エネルギー部環境企画課カーボンニュートラル県民運動推進室）

各部局毎 の を設定し

徒歩、自転車、公共交通機関及び相乗りによるエコ通勤を！

実施期間 令和４年５月16日(月)～６月30日(木)

地域連携ICカード「cherica」
を使ってエコに通勤

通勤で使用する自転車の
無料点検を5/27に実施！
（県庁北側駐輪場）

お互いに声を掛け合って
相乗り通勤も積極活用！

徒歩での通勤は健康づくり
にもオススメ！
(6/1から健康ウォーキングも開始!)

5/14
サービス
開始！
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